
平成２８年度 隊指導者自己研鑽計画書 

～スカウトのために、私自身のために、私は自己研鑽します～ 

 
氏  名       生年月日 平成 年  月  日生（  歳） 

  所属団・隊      役務名    

地区奉仕役務     県連奉仕役務   

 

１ 奉仕歴 

 

   

 

２ 定型訓練の受講歴 

   ウッドバッジ研修所  

   ウッドバッジ研修所  

   ウッドバッジ実修所  

 

３ 自己研鑽計画の概要 

 ①研鑽テーマ   

 ②計画期間   

 ③研鑽の種別  単独研鑽 

   グループ研鑽（メンバー：   ） 

 ④研鑽内容 

何を   

 

どのように  

どの程度   

 ⑤支援の希望の有無  有  ・  無  ＊団関係者以外の県連等からの支援 

   支援希望が有る場合はその支援方法 

 

 

 

 

団委員長（または団委員長より委任を受けた副団委員長等）の所見 

    

 

 

 

 



平成２８年度 隊指導者自己研鑽計画書（記載例） 

～スカウトのために、私自身のために、私は自己研鑽します～ 

 

氏  名  金 沢 太 郎  生年月日 平成 ３年１０月１０日生（２４歳） 

  所属団・隊   金沢第３１団ＢＳ隊 役務名   ＢＳ副長 

地区奉仕役務  野営行事委員  県連奉仕役務  － 

 

１ 奉仕歴 

Ｈ２５年４月～   ＢＳ隊副長 

  Ｈ２３年４月～Ｈ２５．３月 ＣＳ隊副長補 

 

２ 定型訓練の受講歴 

   ボーイスカウト講習会 Ｈ２３年９月 石川県連盟第１８０回 

   ウッドバッジ研修所 Ｈ２６年５月 ＢＳ課程石川第３０期 

   ウッドバッジ実修所 － 

 

３ 自己研鑽計画の概要 

② 研鑽テーマ  自身の結策スキルの習熟、スカウトへの実践的指導 

 ②計画期間  平成２８年   ８月 １日 ～ 平成２９年 １月３０日 

 ③研鑽の種別  単独研鑽 

   グループ研鑽（メンバー：外田ＢＳ副長、中外ＢＳ副長） 

 ④研鑽内容 

何を  自身の結策スキルを高めるとともに、スカウトに結策スキルを効果的に 

指導する手法の研究 

どのように 書籍・ネットでの資料精読と練習、実践的練習 

どの程度  自身が野外で利活用できるレベル、班長訓練で班長に指導できるレベル 

 ⑤支援の希望の有無  有  ・  無  ＊団関係者以外の県連等からの支援 

   支援希望が有る場合はその支援方法 

・まずは、団・隊内での先輩指導者に習い習熟を積むとともに、自己練習を継続するが、 

県連、地区などでの研修会があれば参加して練度を上げたい 

・トレーニングチーム員からスカウトへの実践的な指導方法について個別支援を受けたい 

 

団委員長（または団委員長より委任を受けた副団委員長等）の所見 

   金沢ＢＳ副長は、スカウトに対する指導に非常に熱心であり、今回、スカウト指導に活かす

べく、自身のスカウトスキルを高めるとともに、スカウトに対する実践的な指導方法を学ぼう

とする意欲はおおいに評価しており、団としても最大限バックアップしていきたい。 

団委員長  加 賀 次 郎  


